
花
園
法
皇
の
御
讃
道
と
興
繹
護
國

小

笠

原

秀

實

一

人
格

の
向
上
と
完
成
と
を
基
礎
と
し
て

一
大
集
團
の
統
理
を
實
現
し
、
こ
れ
に
依

つ
て
自
利
、
利
他

の
合

一
を
期

す
る
こ
と
は
、
佛
教
敏
學

の
中
心
を
な
す
。
個

々
人
々
、
難
能
完
成

へ
の
努
力
は
最
も
健
實
な
る
國
家
を
組
織
す
る

も

に
堪

へ
、
か

、
る
國
家
の
確

立
に
於

て
、
人
は
各
、
そ
の
性
能
の
完
成
を
實
現
し
得
る
の
で
あ
る
。
か

、
る
人
と
國

と
は
、
内
外
共
に
強
固
な
る
が
故

に
、
内
、
頽
腰
疲
弊
の
弛
緩
を
宿

さ
す
、
外
、
剛
直

に
し
て
他
の
浸
損
侮
蔑
を
受

け
な

い
。
正
に
興
灘
護
國
の
論
理
的
根
撮
で
あ
り
、
實
践
的
指
針
で
あ

る
。

花
園
法
皇
の
御
震
記
並
び

に
御
製
法
華
晶
繹
を
葬
讃
し
て
、
興
灘
護
國
の
御
精
紳
を
學
び
た
い
と
思

ふ
。

二

最
初

に
申

し
上
げ

た
い
の
は
、
王
法
佛
法

一
如

の
御
思
想

で
あ

る
。

「
佛
敏

の
道
理
更

に
外

に
求
む

べ
か
ら
す
、

治
國
養

民
、
是
れ
刹
利
居
士

の
臓
悔
な
り
、
何
ぞ
別
に
佛
事
を
修
す

べ
け
む
や
」
の
お
考

で
あ

る
。
こ
れ
は
御
震
記

元
享
三
年
六
月
廿
六
日
、
永
禰
再
院

の
御
如
法
輕
供
養

に
關
す
る
御
記
述
中

の
思
想
で
あ
る
。

「
凡
於
善
根
、
更
不

花
園
法
皇
の
御
謹
道
と
興
縄
護
國

(
叫
)
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花
園
法
皇
の
御
謹
道
と
興
暉
護
國

(
uこ

成
人
民
之
煩
、
是
最
上
事
也
L
と
御
標
示
に
な
り
、
そ
の
御
読
明
と
し
て
、

「
佛
教
之
道
理
更
不
可
外
求
、
治
國
養
民
、
是
刹
利
居

士
之
臓
悔
也
、
何
可
修
別
佛
事
乎
、
太
以
不
當
干
理
事
也

而
人
情
不
知
大
義
之
問
、
王
法
之
外
別
修
佛
事
、
是
又
近
代
之
弊
風
也
、
」

.

と
御
記
述
に
な
り
、
更

に

「
於
予
者
、
本
自
心
外
不
求
佛
法
之
問
、

強
不
可
待
如
法
経
、
如
行
法
記
文
者
以
畳
佛
性
、
以
是
爲
荘
嚴
幟
悔
、

是
法
華

三
昧
大
意
也
」

と
し
て
、
心
外

に
佛
法
を
求

め
す
、
行
法
記
文
は
そ
の
目
的
、
佛
性
を
畳

る
に
あ
り
、
法
華

三
昧
も
こ
の
精
紳
に
外

な
ら
す
と
な
し
給

ふ
の
で
あ

る
。
佛
性
を
畳
す
る
の
は
、
畢
覧
、
直
指
人
心
、
見
性
成
佛

の
敏
旨
に
外
な
ら
ぬ
の
で

凄

あ
る
と
拝
察
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

・

然
し
こ
れ
と
共
に
外
面
的
な
形
態
象
徴
を
す
べ
て
否
定

さ
れ
て
ゐ
る
の
で
も
な

い
。
徒
ら

に
心
外
、
佛
法
無

し
と

し
て
修
行
せ
ざ
る
も
の
は
、
何
時
か
佛
性
を
顯
は
さ
ん
や
と
し
て
修
行
の
肝
要
を
叙
述
さ
れ
て
ゐ
る
。

「
徒
樗

心
外
無
佛
法
、
△不
修
行
者
、
何
時
顯
佛
性
哉
、
迷
前
是
非
也
、
共
人
不
可
偏
執
事
也
、
」

叉
日
㌣

「
法
華
云
、
治
世
語
言
皆
順

正
法
云
々
、
此
意
殊
王
者
可
存
事
也
」

治
世
語
言
皆
正
法

に
順
す
、
こ
の
意

王
者
の
存
す

べ
き
事
と
し
て
、
治
世
養
民
の
ご

と
、
す

べ
て
正
法

に
某
礎
を
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求
め
給

へ
る
理
路
を
拝
察
す

べ
き
で
あ

る
α

「
こ
の
意
殊
に
王
者

の
存
す

べ
き
事
し
な

る
正
法
に
順
す
る
こ
と
は
抑
も
如
何
な

る
こ
と
で
あ
ら
う
か
σ
こ

、
で

法
華
品
繹

に
於
け
る
陀
羅
尼
品

の
御
頚
を
伺
ふ
べ
き
で
あ
る
。

「
護
持
憩
呪
難
恵

議
[、
治
國
利
民
在
此

経
}、
善
悪
皆
蹄
實
相
理
、

人
人
於
レ此
得
無

生
」

「
治
國
利
民
在
昌此
輕
」
の
御
頚
と
、
法
華
経
を
引
用

さ
れ
て
ゐ
る

「
治
世
語
言
皆
順
正
法
」
と
、
共

に
治
國
、
治
世

が
目
標
に
な

つ
て
ゐ
る
黙

に
於
て
通
す

る
も
の
が
あ

る
。
御
頚
に
於
て
治
國
治
民

の
理

「
在
此
経
」
と
仰
せ
ら
れ
て

居

り
、

「
此
経
」

は
法
華
輕
で
あ
り
、
而
も
そ
の
眞
理
と
し
、
正
法
と
し
て
ゐ
る
も
の
は
、
御
頚
に
述

べ
ら
れ

て
ゐ

る

「
善
悪
皆
蹄
實
相
理
」

で
あ
り
、
叉

「
人
人
於
レ此
得
二無
生
」

で
あ
る
。
帥
ち

「
治
國
利
民
」

は
實
相
の
理
に
依

る
の
で
あ
り
、
叉
人

々
悉
く

「
無
生
を
得
る
」

こ
と

に
在

る
と
拝
護
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

、

「
此
輕
」
と
云
ひ
、

「
實
相
理
」
と
云
ひ
、

「
得
無
生
」
と
云
ひ
、
す
べ
て
こ
れ
ら
法
華
経

に
お
依
り
に
な

つ
て
ゐ

る
の
で
あ
り
、
そ
し

て
法
華
経
は
天
台
宗
所
依
の
経
典
な

る
が
故
に
、
結
局
こ
の
こ
と
は
法
華
纏
愈
重

で
あ
り
、
天

台
宗
教
義
御
宣
揚

に
外
な
ら

ぬ
の
で
は
な
い
か
。
從

つ
て
必
す
し
も
興
灘
護
國

の
御
精
紳
と
は
伺
は
れ
な

い
の
で
は

な

い
か
σ

こ
の
疑
問
が
當
然
提
出
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
・

三

こ
の
時
代
に
於
け
る
佛
敏
學

の
研
鑛
は
、
殊

に
高
貴

の
方
々
に
於
て
は
、
天
台
學
、
眞
言
學
よ
り
始
り
、
叉
そ
れ

花
園
法
皇
の
御
謹
道
と
興
騨
謹
國

(三
)
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花
園
法
皇
の
御
謹
遣
と
興
輝
護
國

(
四
)

。

が
御
探
究

の
中
心
を
な
す
の
で
あ
る
。
麗
と
念
佛
と
は
、
寧
ろ
實
践
門
と
し
て
こ
れ
ち
敏
學

の
問

に
含

ま
れ
て
ゐ
た

の
で
あ

る
。
從

つ
て
法
皇

の
御
研
…鐙
が
天
台
學

に
始
り
、
且

つ
法
華
経

に
於
け
る
多
く
の
義
門

に
御
關
心
を
お
寄
せ

に
な

つ
た
こ
と

は
、
明
瞭
で
あ
り
、
叉
自
然

の
勢

で
あ

つ
た
。

元
鷹

二
年
三
月
九
日
よ
り
十
三
日
ま

で
日
存
長
講

堂
の
法
華
八
講

に
御
親
臨
、
親
し
く
問
答

の
要
霜
を
御
震
記
に

残
し
給

へ
る
の
み
な
ら
す
、
簡
軍
に
内
容

の
御
批
評
ま

で
お
添

へ
に
な

つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
ほ
ど
法
華
経

の
御
研
究
は

御
熱

心
で
あ
り
、
且

つ
御
造
詣
も
深
か

つ
た

の
で
あ
る
。
然

し
こ
れ
ら
問
答

の
蹄
趣
は
、
御
震
記

に
依
れ
ば
輩
純

に

敏
義

一
遍
の
も
の
で
あ
り
、
や

、
も
す
れ
ば
煩
　填
を
増
す
こ
と
に
な
り
、
何

の
實
力
を
も
與

へ
な

い
も
の
で
あ
る
か

に
拝
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
例

へ
ば
元
鷹
三
年

三
月
九
日
の
御
震
記
の
裏
書
に

「
光
憲
問
云
、
出
世
本
懐
不
亘
本
　

二
門
乎
、
答
、
限
迩
門
、
又
問
云
、
法
華
以
前
度
生
願
満
乎
、
答
、
錐
有
分

之
満
、
但
不
可
及
法
華
所
読
之
義

云
々
」

と
あ
り
、
出
世
本
懐
に
付
い
て
の
傳
統
的
教
読
の
詮
義
を
墨
げ

ら
れ
て
ゐ
る
。
然

し
こ
の
こ
と
は
敏
相
學
上
に
於
け

る
重
要
な
問
題

で
は
あ
る
が
、
實
践
膿
得
の
上
よ
り
す
る
な
ら
ば
、
正

に
煩
蹟
的

で
あ
る
こ
と
を
菟
れ
な
い
。
精
紳

的
實
力
涌
養

の
上
よ
り
す

る
な
ら
ば
、
か

、
る
こ
と
の
追
求
と
論
義
巧
妙
と
を
以
て
満

足
す

べ
き
で
は
な
い
。

法
皇

御
修
暉

の
根
本
動
因
も
正
に
こ
の
こ
と
に
あ

つ
九
と
拝
察
す

べ
き
で
あ
る
。
か
く
て
こ
の
こ
と
に
關
聯

せ
る
品
狸

の

御
頚

に
於
て
は
、
か

～
る
煩
墳
性
を
裁

断
し
て
、

一
心
の
自
畳

に
と
肉
薄
さ
れ
て
ゐ
る
。
晶
裡
授
記
品
の
御
頚

起
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、
四
十
年
來
未
レ曾
レ読
、
霊
山
會
上
絶
昌疎
親
L

と
仰
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も

の
、
ま
こ
と
に
こ
の
御

心
境
の
表
現
で
あ
る
σ
更

に
そ
の
繹
文

に
於
て

「
不
"脛
昌敏
識
之
階
級
層、
不
レ渉
昌領
解
之
品
位
一、
帥
是

一
心
實
相
本
也
」

と
あ
る
も
の
、

一
乗
融
會
の
具
象
的
把
握

で
あ
り
、
職
的
氣
魂

の
活
動

で
あ
る
。

更
に
長
講
堂
八
講

に
於
け
る
諸
義
門

の
敏
相
的
解
繹
と
、
品
糧
に
於
け
る
藤
的
把
握
と

の
相
違
を
學
び
、
法
皇

の

御
謹
得
を
伺
ひ
奉

る
こ
と
は
、
法
皇

の
内
的
御
飛
躍
を
伺
ひ
得
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
敏
相
偏
重

の
思
想
が
實
践
的

使
命
を
果
さ
ゴ
る
に
、
参
究
膿
得
の
灘
境
の
み
よ
く
性
命
の
根
源
を
具
象
的
に
構
成
し
得
る
眞
理

に
鯛
接
し
得

る
の

で
あ

る
。
御
震
記
、
元
鷹

二
年
三
月

「
十

一
日
、
辛
卯
、
晴
、
…
…
夕
座
講
師
忠
性
、
間
者
憲
守
…
…
叉
問
云
、
龍
女
帥
身
成
佛
在
口
申
之
内
謹
歎
、

將
叉
在
南
方
世
界
八
相
歎
云
々
、
答

、
可
渉
爾
義
云

々
、
忠
性
頗
若
輩
之
宇
器
量
者
也
、
憲
守
疎
學
者
也
、
而
今

日
間
口
口
分
明
、
讃
義
之
稽
美
、
龍
女
成
佛
事
、
玄
智
爲
謹
誠
、
頻
吐
才
學
、
共
義
殊
勝
、
可
謂
宏
才
歎
、
」

こ
れ
は
龍
女
成
佛

に
關
す
る
爾
義

の
分
別
を
論
す

る
の
で
あ
り
、
忠
性

の
答
、
爾
義
に
渉
る
と
し
て
明
断

で
あ

る

こ
と
を
御
記
述
に
な

つ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
然
し
品
繹
提
婆
品
は
、
か

、
る
爾
義

の
紛
糾
を
離

れ
て
、
即
身
成
佛
を

宣

示
し
、
す
べ
て
十
界
常
住
の
理
を
具
象
的
に
明
示
さ
れ
て
、
些
の
狐
疑
を
許
さ
れ
な

い
の
で
あ

る
。

「
提
婆
品

花
園
法
皇
の
御
謹
道
と
興
輝
護
國

(五
)
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花
剛園
法
皇

の
御
誰
貼追
と
颯
盆
陣
護
…図

(
六
)

阿
私
仙
之
爲
レ師
、
表
惑

之
生
τ善
、
天
王
佛
之
得
記
、
顯
善

之
在
τ悪
、
善
悪
不
二
、
不
レ關
出於
理
性
一、
帥
今
以
昌事

相
噌謹
レ之
、
龍
女
之
成
佛
、
畜
類
之
女
身
、
猶
得
昌即
身
之
謹
一、
以
レ此
表
昌十
界
之
常
住
一…
…
碩

日
、

海
中
龍
畜
南
方
佛
、
今
日
逆
人
往
昔
師
、
今
古
見
巳
革
途

轍
一、
象
王
緯

歩
緯

狐

疑
L

悪
中

に
善
を
生
じ
、
善
中

に
悪
を
藏
す
、
善

悪
す
べ
て
不

二
、
理
も
と
よ
り
然

る
の
で
あ

る
が
、
帥
今
具
膿
的
な

,

事
實
を
提
示
す
ろ
な
ら
ば
畜
類
の
女
身
す

で
に
帥
身
成
佛

の
義
を
宣
揚
さ
れ
て
ゐ
る
。
融
會

一
相
の
境
地
、
象
王
歩

を
縦
に
し
て
狐
疑
を
絶
し
、
何
の
躊
躇
も
逡
巡
も
な
い
の
で
あ
る
。

更
に
同
日
夕
座

の
問
答
、
實
相
十
如
是
に
關
す

る
も

の
、
天
台
教
義

の
中
心
を
な
す
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
り
、

晶
羅

の
御
解
繹
、
思
辮
的
意
味
よ
り
し

て
、
御
讃
得

の
本
質

に
切
迫
す
る
も
の
あ
る
や
う
に
葬
察
さ
れ

る
の
で
あ

る
。

「
(
裏
書
)
夕
座
間
、
所
謂
實
相
十
如
是
中
相
如
是
可
口
乎
否
、
答

、
實
相
渉
十
如
是
、
故
不
可
謂
相
如
是

云
々
」

問
答

の
要
旨
、
實
相
は
十
如
是
の
す

べ
て
に
亘
る
が
故

に
、
た

ゴ
ひ
と
b
相
如
是

に
限
る
べ
き
で
は
な

い
と
云

ふ

に
あ

る
。
品
繹
は
こ
、
に
於
て
も
紛
糾
の
煩
裟
を
去

つ
て
、
十
如
實
相
を
智
禮
と
し
、
本
有

の
智
、

一
切
を
具
足
し

て
閾
く
る
と
こ
ろ
な
き
こ
と
を
提
示
し
給

ふ
。

「
方
便
品

…
…
+
如
實
相
其
智
膿
也
、
法
界
無

非

+
如
」、
即
是
本
有
之
智
、
自
然
具
足
無
有
閾
減

…

-
碩
日
、

十
如
十
界
自
然
層
、
自
日
青
天
曾
不
藏
、
嬢
凛
威

風
逼
一塵

刹
一、
難
光

一
段
露
堂
堂
L
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智
禮

圓
成
具
足
し
て
閾
減
な

く
、
威
風
凛

々
と
し
て
塵
刹
を
腿
し
、
霊
光

一
段
露
堂
々
の
風
光
で
あ

る
。

か

～
る
教
相
全
部
を
鯉
の
抽
象
的
賜
膿
よ
り
奪
ひ
去
つ
て
、
白
日
青
天
下

に
於
け
る
具
象
的
事
象
膿
得

の
露
堂

々

を
基
揚

さ
れ
て
ゐ
る
。
圭
題
は
す

べ
て
法
華
経
で
あ
り
、
そ
の
説
相
で
あ
る
が
、

こ
れ
の
把
握
は
全
く
縄
的
で
あ
り

露
堂
々
の
威
風
を
標
示
し
給

へ
る
の
で
あ

る
。

四

輝

へ
の
御
進
行
は
、
多
く
の
教
相
學

に
達

せ
ら
れ
て
か
ら
後
の
や
う
に
拝
察
さ
れ
る
。
元
鷹

二
年
四
月

の
御
震
記

「
廿
八
潤
、
丁
丑
、

終

日
無
事
、
入
夜
資
朝
墾
、

相
具
麗
偲

一
人
屡
、

隙
遁
之
者
也
、
而
有
得
法
之
聞
、

傍
召

之
、
相
談
絡
夜
及
天
明
、
其
宗
之
爲
躰
、
誠
思
慮
之
所
存
、
可
謂
猫
龍
者
歎
、
可
仰
可
信
也
」

「
其
宗

の
躰
た
る
、
誠
に
思
慮

の
及
ぶ
所

.
猜
龍
の
如
し
と
謂

ふ
べ
き
者
か
、
仰
ぐ

べ
し
、
信
す
べ
し
」
と
し
て
、

宗
旨
の
あ
る
と

こ
ろ
を
御
愈
崇
さ
れ

て
ゐ
る
。
越
え

て
牛
歳
、
完

鷹

二
年
十
月

「
十

二
日
、
丁
巳
、
晴
、
今
日
資
朝
朝
臣
具
妙
曉
上
人
屡
、
如

先
々
法
談
及
比
明
、
」

と
あ
り
、
叉
十

二
日
を
隔

て
、

「
廿
四
日
、
己
巳
、
晴
、
入
夜
資
朝
相

具
妙
曉
上
人
謬
、
法
談
如
例
、
比
明
退
出
、
」

と
あ
り
、
更
に
翌
年
元
享
元
年
八
月

の
御
震
記

に
は
衣
の
如
く
御
記
述
遊
ば
さ
れ
て
ゐ
る
。

[,十
九
日
、
庚
申
、
今
日
心
紳
復
干
本
、
今
夜
妙
曉
上
人
屡
、
法
談
及
曉
更
、
今
夜
予
述
已
讃
謹
義

一
論
、
有
許

花
園
法
皇
の
御
謹
道
と
興
暉
護
國

(
七
)
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る

花
園
法
皇
の
御
謹
道
と
興
輝
護
國

(
八
)

容
之
言
、
尤
所
威
悦
也
、
此
問
下
向
關
東
方
、
早
速
御
蹄
洛

之
由
約
諾
了
、
輝
法
事
自
幼
少
仰
信
、
然
而

不
遇
善

知
識
、
徒
迭
年
序
、
遇
此
上
人
如
信
受
行
道
砺
L
然
而
見
時
機
有
子
細
、
傍
不
及
披
露
、
此
問
漸
欲
漏
達
、
而
下
向

遠
方
之
間
、
暫
黙
止
之
也
、

(
裏
書
)
佛
法
之
高
妙
、
心
地
之
極
理
、
只
在
灘
門
之

一
宗
、
鹸
大
小
乗
宗
義
都

不
可
及
者
也
、
予
殊
繋
思
於
玄

旨
、
造
次
顛
演
、
於
是
徐
有
所
薮
明
、
尤
所
敷
悦
、
衣
裏
明
珠

不
求
自
得
、
可
喜
々
々
、
L

御
修
灘

の
御
進
歩

に
件
ひ
、

「
佛
法
の
高
妙
、
心
地
の
極
理
、
た

ゴ
灘
門
の

一
宗

に
あ
り
、
絵

の
大
小
乗
の
宗
義

す
べ
て
及
ぶ
べ
か
ら
ざ

る
者
な

り
、
予
殊
に
思
を
玄
旨
に
繋
ぎ
、
造
次
顛
油
、
こ

、
に
徐

に
磯
明
す

る
所
あ
り
、
尤

も
敷
挽
す

る
と

こ
ろ
な
b
、
衣
裏
の
明
珠
求
め
す
し
て
自
ら
得

た
り
、
喜

ぷ
べ
し
、
喜

ぶ
べ
し
」
と
宣

へ
る
、
そ
の

御
進
境
を
伺
ふ
べ
き
で
あ
る
。
更

に
四
ケ
月
を
隔
て
、
こ
の
年

の
十

二
月
に
は
妙
曉
上
人
よ
り
受
衣

の
こ
と
あ
り
し

こ
と
を
叙
し
給

ふ
。

「
廿
五
日
、
甲
子
、
…
…
今
夜
妙
曉
上
人
謬
、
密
密
受
業
、
明
後
日
可
下
向
鎮
西
、
帥
可
渡
唐
之
故
也
、
此
上
人

明
昭
宗
師
也
、
當
世
無
墜
、
膜
殊
師
仰
之
、
此
問
連
蓮
談
宗
旨
、

(
裏
書
)
、
受
衣
事
、
先
例
不
審
、
然
而
此
聖
人
、
於
今
者
殆
不
知
再
會
之
期
、
蹄
依
之
符
契

不
可
不
見
、
傍
密

々
有
此
義
労
以
可
有
誘
難
歎
、
勿
殊
所
隠
密
也
、
於
此
宗
者
、
不
可
得
而
繕
者
也
、
誰
敢
同
、
然
近
代
諸
宗
都

不
達
深
義
、
可
悲
事
也
、
於
此
宗
者
猫
有
頓
謹
義
、
可
貴
事
也
、
」
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御
進
境

の
さ
ま
を
伺

ふ
べ
き
で
あ

る
。
元
山口子
二
年

三
月
十
日
の
御
農
記

に
疎

夢
中
、
傳
敏
、
弘
法
爾
大
師

に
遇

ひ
、
殊

に
弘
法
大
師
と
法
文
を
談
じ
、
印
可
を
求
め
ら
れ
た
が
、
大
師
は
分
明
な
返
答
が
無
か
つ
た
、
畳
後

こ
れ
を

思

ふ
に
、
す
で
に
印
可
を
乞

ふ
の
は
無
疑
の
と
こ
ろ
に
到
ら
な
い
か
ら

で
あ
る
と
し

て
、
御
反
省

の
御
心
事
を
お
述

べ
に
な

つ
て
ゐ
る
。
御
研
鑑

の
態
度
誠

に
御
眞
實
の
極
み
で
あ
る
。

元
享

三
年
妙
超
上
人
参
候
以
來
、
御
墾
究
は
誠

に
御
熟
心
で
あ

つ
た
。
五
月

二
十
三
日
の
條
下

「
逢
妙
超

上
人
、
談
話
如
先

々
」

・次
い
で
、
七
月
十
九
日

「
請
超
侍
者
屡
繹
」

越
え

て
十
月
十
八
日

「
今
夜
偶
超
侍
者
談
法
、
托
鉢
話
下
語
令
見
、
少

々
改
非
了
、
大
途
紳
妙
之
由
有
氣
色
」

更
に
十

ご
月
十
四
日
、
妙
超
上
人
は
六
條
院
前
長
老
、
宗
阜
長
老
を
相
具
し
て
参
候
さ
れ
、
長
老
と
御
問
答
あ

っ

て
長
老
は
碧
巖
録
を
讃
ま
れ
た
。

、

「
十
四
日
、
壬
申
、
晴
、
謁
宗
卓
長
老
、
超
侍
者
即
相
具
参
也
、
令
談
碧
巖
録
、
先

一
爾
問
答
詑
令
讃
録
、

一
爾

枚
也
…
…

(
裏
書
)
余
問
宗
卓
日
、
如
何
是
佛
法
大
意
、
卓
云
、
紫
羅
帳
裏
散
眞
珠
、
叉
問
日
、
只
與
慶
口
又
別
有
歎
、
卓

花
園
法
皇
の
御
謹
道
と
興
暉
護
國

(九
)
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花
園
法
皇
の
御
誇
道
と
興
渾
護
國

(
一
〇
)

日
、
不
離
陛

下
所
問
、
翫
愚
潴
顯
滲
鰭
漁
舵
瀦
総
脱
い
後
日
L
・

御
屡
究
ま
こ
と
に
本
質
的
で
あ
り
、
生
死
巖
頭
の
實
屡

で
あ

る
。
十

二
月
二
十
日
の
條
下

「
入
夜
謁
超
侍

者
」

一
年
を
隔
て
.
正
中
二
年

二
月
二
十
三
日

に
は

.

「
今
日
遇
妙
超
護
碧
巖
録
、
叉
下
語
、
闇
答
等
不
能
記
之
」

と
あ
り
、
同
七
月
十
七
日

「
謁
超
侍
者
談
法
文
、
予
自
思
惟
、
猫
知
共
慨
怠
之
心
、
俄
悔
萬
端
、
向
後
自
可
働
精
…進
之
由
談
話
、
抑
精
進
是

何
物
、
慨
怠

叉
如
何
」

'

と
あ
り
、
妙
超
上
人
と
の
御
談
義
省
藪
回

の
多
き
を
記
載
さ
れ

て
ゐ
る
。

玉
鳳
院
御
目
録
所
載

の

.「
國
師
印
承

一
通

御
授
衣
之
時
、

國
師
被
書
進

一
通
、

投
機
御
類
以
下
御
問
答
載
御
録
、

文
章
國
師
就
饗
申
、

以
震
筆
被
遊
置

一

通
」

よ
り
拝
し
得
る
御
投
機
の
御
眞
境
、
誠

に
千
歳
を
輝
ら
す
精
紳
界

の
盛
事
で
あ
り
、
叉
實
に
眞

の
意
味
に
於
け
る
興

輝

の
眞
諦

で
あ
る
。
伽
藍

の
興
隆
は
末
で
あ
う
、
眞
謹
の
實
現
は
奇
特
事
中
の
奇
特
事

で
あ
る
。
御
震
記
に
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.「
中
古
以
來
以
造
寺
爲
本
、
佛
寺
之
美
麗
爲
先
、
太
以
背
佛
法
事
也
、
梁
武
帝
造
寺
問
達
磨
有
功
徳
乎
、
大
師
答

云
無
功
徳
、
云
云
、
此

一
段
非
今
之
所
論
、
大
以
有
深
意
、
尤
豊

得
此
意
、
始
可
許
修
佛
事
而
已
。
」
(
元
享

三
年

六
月

二
十
六
日
、
永
編
門
院
御
如
法
纏

の
項
)

と
宣
示
し
給

へ
る
御
趣
旨
、
專
ら
形
骸
を
離
れ
て
眞
讃
を
求
め
給

へ
る
御
願
心
に
外
な
ら
す
、
不
断

の
御
参
究

に
依

つ
て
こ
の
麗
地
を
御
膿
得
遊
ば
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
興
灘
の
箕
義

に
依

つ
て
、

「
治
國
利
民
」

の
現
實
を
礎
立

遊
ば
さ
れ
た

の
で
あ
り
、
護
國
の
御
黎
慮
誠

に
乾
坤
を
包
む
の
戚
を
懐
か
し
む

る
の
で
あ
る
。
晶
繹
、
法
師
品

の
御

頚

に
日
¢

「
有
佛
無
佛

一
以
貫
、
人
持
昌軌
法
ゼ法
由
レ人
、
入
入
練
是
圓
成
理
、
分
外
光
明
遍
昌刹
塵
」

軌
法
を
持
す

べ
き

一
心
の
根
抵
は
圓
成
し
需
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
光
明
よ
く
刹
塵

に
遍
満
し
て
、
治
國
利
民
、
妙
用

顯
現

の
域
に
進
み
給

へ
る
の
で
あ
る
。
護
國

の
眞
義

こ
の
こ
と
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

五

弘
仁
格
式

の
初
頭
、
紳
肚
事
を
墨
げ
ら
れ
て
ゐ
る
最
初

に
、
「
擁
災
招
輻
、
必
慧
幽
冥
、
敬
紳
奪
佛
、
清
漂
爲
先
」

と
し
て
敬
紳
愈
佛

の
要
務
を
墨
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
叉
佛
教

に
於
け
る
年
分
度
者
の
規
定
を
墨
げ
ら
れ
て
ゐ
る
最
初

に

「
擾
災
殖
幅
、
佛
法
尤
勝
、
誘
レ善
利
レ生
、
無
レ如
ご斯
道
」
と
あ
り
、
敬
神
奪
佛

は
誠
に
治
國

の
骨
目
帝
な
し

て
ゐ
る
。

擾
災
招
幅
は
必
ず
幽
冥
の
加
護

に
依
る
の
で
あ

る
が
、
現
實
的
政
綱

の
重
黙
を
な
す
も
の
は
、
佛
敏
に
於
け
る
慈
悲

弾化
園
法
白醗
の
禍
鐙
滑
榊と
興
蒲暉
護
…図

(
一
一
)

27

 

畠



花
跡
法
皇
の
禦

道
と
興
羅

騰

(
;

)

の
精
神
と
、
儒
敏

に
於
け
る
徳
治
善
政

で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
同

一
の
政
策
と
し
て
表
示
さ
れ
得
る
の
で
あ

る
。
例

へ
ば
國
内
諸
地
方
の
窮
状

に
依
り
、
租
税
を
免
除
さ
れ
る
が
如
き
は
、
儒
藪
的

に
は
善
政
で
あ
り
、
佛
敏
的

に
は
慈
悲
善
行
で
あ
る
。
云
は
ゴ
ニ
つ
の
思
想
的
根
檬

よ
り
し
て
か

㌧
る
政
令
が
屡

々
實
施

せ
ら
れ
、
民
叉
よ
く
そ

の
徳
化
を
蒙

つ
て
繁
榮
を
享
受
し
得
た
の
で
あ
る
。
近
代
儒
學
勃
與
以
前
に
於
け
る
儒
佛

の
行
政
上
に
於
け
る
理
想

は
極
め
て
調
譜
的
で
あ

つ
た
。
'

じ

　

　

儒
敏
は
も
と
行
政
の
學

で
あ

る
と
共
に
術

で
あ
る
こ
と
を
圭
要
な

る
部
分
と
し
て
ゐ
る
。
行
政

の
領
域
に
於
て
は

精
密
な
る
施
行
法
則
を
含

ん
で
ゐ
る
。
國
政
の
事
務
的
措
置
が
儒
教

的
で
あ

る
こ
と
は
寧
ろ
當
然

で
あ
る
。

こ
の
こ

'
と
は
既

に
聖
徳
太
子
の
憲
法
に
於
て
明
確
に
そ
の
全
貌
を
表
示
し
て
ゐ
る
。
從

つ
で
十
七
條

は
第
二
條

の
篤
敬
三
寳

章
を
除
く
の
外
、
佛
敏

の
敏
旨
な
し
と
さ

へ
論
議

さ
れ

る
ほ
ど
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
は
外
貌

で
あ
る
。
そ

の
骨
髄

に

進
む
な
ら
ば
、
佛
敏
的
謹
理
を
實
現
し
、
こ
の
こ
と

に
立
脚
し
て
始
め
て
完
全
に
確
保
さ
れ
る
の
が
他
の
政
務
的
諸

項
目
で
あ
る
。
從

つ
て
近
代
儒
學
勃
興
以
前

に
於
て
は
、
十
七
條
中

に
於

て
、
儒
佛
雨
思
想
の
封
立
が
あ

る
と
は
殆

ん
ど
全
く
考

へ
ら
れ
て
は
ゐ
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
近
世
儒
學
以
前

に
於
て
は
、
行
政
圏
内
に
關
す

る
限

り
、
儒
佛
は
調
和
的

で
あ
り
、
慈
悲
と
善
政
と
は
同

一
精
紳
の
も
の
で
あ

つ
た
と
想
定
さ
れ
得
る
の
で
あ

る
。

花
園
法
皇

の
御
修
學
は
、
國
書
、
佛
書
、
儒
書
す

べ
て
の
方
面
に
亘

つ
て
居
り
、
御
震
記
に
依
る
な
ら
ば
、
何
れ

も
藪
十
書

に
及
ん
で
ゐ
る
。
元
徳

二
年

二
月
、

後
醍
醐
天
皇
の
皇
太
子

で
あ
ら
せ
ら
れ
る
量
仁
親
王

に
贈
ら
れ
.
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且

つ
治
國

の
要
諦
を
御
教
示
遊
ば
さ
れ
た

一
交
は
、
法
皇

の
行
政
學
的
識
見
を
御
披
握

に
な

つ
た
も
の
で
あ
り
、
情

理
の
切
實
な
る
、
實

に
不
朽

の
文
掌
で
あ

る
。
人
臣
の

一
宮

之
を
失
す
る
も
猶
ほ
天
事
を
齪
る
、
況
ん
や
君
子
の
大

賓
を
や
と
し
て
君
徳

の
重
す

べ
き
こ
と
を
述

べ
さ
せ
ら
れ
、
帝

王
學

の
骨
髄
を
提
示

し
給
ひ
、
更
に
時
勢
瞼
悪
、
入

心
粗
暴

に
傾
く
こ
と
を
基
げ

さ
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
封

し
て
は
、
才
智
萬
物
に
周
ね
か
ら
ざ
る

ぺ
か
ら
す
と
し
、
叉
更

に
、
今
時
未
だ
大
齪
に
及
ば
す
と
難
も
、
已
に
そ
の
繭
す
と
こ
ろ
あ
b
と
豫
想
し
給
ひ
、

一
旦
観
る
れ
ば
聖
哲
の
英

圭
も
容
易
に
治
む

べ
か
ら
す
、
太
子
登
極
の
日
、

こ
の
衰
魁
の
時
運
に
當
る
で
あ
ら
う
こ
と
を
憂
慮
し
給
ひ
、
專
ら

學
問
修
養
を
渤
め
詩
書
禮
樂
を
以

つ
て
心
を
治
む
べ
し
と
な
し
、
學
問
の
要
は
、
畢
覧
日
々
自
ら
省
察
す
る
に
あ
り

と
爲
し
給

ふ
の
で
あ
る
。

こ
の
省
察

の
道
、
儒

の
行
政
學
に
關
係
す
る
の
で
は
あ

る
が
、

一
心
の
機
微

に
徹
し
、
内
外
事
象

の
根
源
を
窮
め

入
つ
て
は
自
謹
自
立
の
確
信
に
住
し
、
出

で
～
は
法
界
全
般

の
妙
理
に
合

す
る
こ
と
は
、
法
皇

の
貴
き
御
聖
行
の
跡

よ
ザ
拝
察
す
る
も
、
墾
麗
道
で
あ
り
、
直
入
如
來
地
の

一
大
飛
躍
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ

つ
て
、
些
の
疑
を
容
れ

あ

な
い
。

「
一
家
仁
な
れ
ば

一●國
仁

に
興
り
、

一
家
譲

な
れ
ば

一
國
譲

に
興
り
、

一
人
貧
戻
な
れ
ば

一
國
齪
を
な
す
」

儒

の
行
政
渣
も
亦

一
家

一
人
の
重
要
事
を
説
く
。
こ
の

一
入

一
身
の
骨
髄

π
る

一
心
を
正
し
、
更

に
進
ん
で
こ
の

一

心
本
來
の
面
目
に
直
参
し

て
相
關

の
識
別
を
脱
却
し
、

繕
勤
の
眞
地
よ

b
、

妙
機
妙
用
を
鯛
登
す
べ
き
で
あ
る
。

「
二
十
年
來
辛
苦

人
、
迎
春
不
換
奮
風
姻
、
著
衣
喫
飯
悠
贋
去
、
大
地
何
曾
有

一
塵
」
蓋

大
地

一
塵
の
着
相
な
き
清

花
欄
法
皇
の
御
鐙
道
と
興
揮
護
園

(
一,三
)
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鞭化
恥
法
皇
の
御
誰
道
と
興
騨
{護
國

(
一覧四
)

明

腱

よ

り
、
活

渡

々
地

の
妙
用

は
生

す

べ
き

で
あ

る
。

一
心

こ
れ

に
依

つ
て
雄
渾

に
臆

す

る
と

こ

ろ
な

く
無

畏

不
退

轄

で
あ

り
、

一
國

又

こ
れ

に
依

つ
て

正
義

を
執
持

し

て
勇

猛

で
あ

る
。

王
法
佛

法

二

つ
な

ら

ざ

る

法
皇

の
御

自
畳

は

正

に
興
藤

護

國

の
實

質

で
あ

る
と
拝

察
す

べ
き

で
あ

る
。

'

達

磨

大

士

西

來
。

始

唱
L
敏

外

別

傳

之

宗

旨

一。

以

洩
二
諸

佛

頂

上

之

秘

機

一
焉
。

法

則

吾

繹

敏

之

靖
巳
王

度

一。

補
呂
治

道

一。

而

有
レ
功

二
天

下

後

世

一。

壼

小

補

云

乎

哉

。

當

時

若

無

昌
吾

敏

之

補

蝉

。

便

仁

孝

忠

信

之

教

。

或

幾
昌
乎

熔

一
突

。

・

・

(
灘

海

一

瀾

)

～い〃一
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